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	主たる生業は農業であるが，それ以外にもさまざまな現金稼得活動に従事している難民がいる。これらの難民の活動は難民キャンプ内にとどまらず周辺地域へ拡大して行われている。当該キャンプと受け入れ地域社会の間，すなわち難民と地域住民の間には，頻繁に往来がみられるなど，経済的，及び社会的な諸局面において相互依存関係が存在している。このことからも，難民キャンプと地域社会を切り離して難民政策を議論することが難しいことがわかる。実際に難民政策の多くは難民だけを対象とするのではなく，地域住民を巻き込んで行われることが多い。また，本研究が特に注目した自立支援政策を受けた難民が自立を模索していくプロセスは，

